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仕
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自
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問
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を
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憎
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仁
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憩
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縁
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っ
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色
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が
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濁
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踏
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ら
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を
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つ
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三
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嫌
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婁
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り
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ま
っ
て
居

石

町

の

あ

す

こ

の

穴

へ

逃
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仕
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叱
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を
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燐
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叉
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仲
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蒲
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っ
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史
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(
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跡
b
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見
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行
く
に
猪
街
右
門
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ぎ
つ
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ゐ
b
a
u

A

怪

〈
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つ
釦
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ひ
偉
人
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号

ち

そ

・3
9
3
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芝
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U

ぽ
ヨ

U

に
い

小
菅
括
右
衛
門
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幕
府
の
御
使
番
で
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蝦
実
地
騒
動
の
蛍
時
、
防
備
隊

か
ん
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〈

日仏
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ん
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U
司

ぜ
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め
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・
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蛇
管
役
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四
人
任
命
さ
れ
七
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の
築
顕
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あ
る
。
『
跡
な
見
令
行
く
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ゐ

温

も

ん

ゐ
内"
し
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し

や

き

さ
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猪
右
衛
門
に
猪
武
者
h
T
利
か
せ
た
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あ
ら
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。
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O
)命
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義
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よ

っ
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灯
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太
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F
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n
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A
a
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ぷ
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A

浦
一
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八
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(
五
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露
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詰
勺
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♂
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1
ぷ

ぬ

V-2-レ
a
v
k
A
a
T〈
悼

V
T-a喝さ
し
め

所
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仁
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ロ
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一
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官
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ふ
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'
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。
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令
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・
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。
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叫
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狭
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叡
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。
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・
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西
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・
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塩
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を
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飯

山
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自日
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五

築

選
し
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鰹
節
あ
し
た
の
分
も
か
い
て
置
き

樫

節

水

需

艇

の

姿

な

の

樫
節
か
ぎ
よ
く
成
っ
て
陪
品
て
こ
折
れ

到

来

の

眠

の

課

や

一

人

知

り

軍
師
事
主
が
か
く
三
ゑ
ら
い
音

陛
防
箱
の
ま
ん
会
で
忘
れ
ら
れ

手
の
ひ
ら
に
隠
れ
て
し
ま
う
腔
節

新
間
帯
ま
百
そ
の
ま

h

の

醍

節

其
時
に
な
っ
て
か
い
て
る
臣
節

土
佐
附
は
カ
チ
/
¥
さ
せ
て
ほ
め
な

睦
U
〈
音
を
聞
い
て
あ
二
階
倍

蛭
師
な
ら
べ

る

叡

朝

に

な

り

臣

節

鯨

は

飽

へ

腹

を

立

て

佳

節

鍍

は

腕

が

古

る

う

な

の

〈
佳
)
鰹
節
切
れ
て
節
朗
も
折
、
7
な
り

(
佳
)
臨
時
伽
の
か
り
や
持
大
し
て
泣
刊

(
佳
鰹
節
一呪
腐
の
上
で
俺
品
川
、
か
へ
・
り

(佳
)臣
節
妻
の
気
性
の
ま
h

削

れ

(佳
)鰹
節
育
い
松
葉
も
い
さ
ぎ
よ
し

(
佳
」鰹

節

蟻

の

袖

口

動

せ

る

(
俊
一躍
節
み
じ
め
な
形
に
痩
ぜ
て
♂

一乾 松 青 馬 向 か 女 禿
よほ

柳 坤郎波行しみ久哉

聞 同岡1jj正同助松古
城
山

償
問
亭

混
住
坊

青
影
子

(
人
)
返
事
し
て
お
い
て
か
い
て
る
庇
節
路
郎

(
地
)
蛭
節
犬
舎
な
箱
が
局
る
な
の
紋
太

(
天
)
鹿
節
猫
が
ニ
ろ
が
す
暮
し
な
り
一
雄

(
軸
)臣
節
湿
な
り
ま
す
三
代
ら
せ
?
五
葉

鮒

耕

湯

花

坊

恕

紺

耕

親

に

分

ら

ぬ

事

ば

か

り

青

彰

子

紺

緋

だ

け

で

ほ

っ

さ

く

男

の

子

山

月

紺
紛
ら
三
生
意
気
に
成
h
り

か

、

。

椴

間

亭

紺

新

ド

ア

!

に

力

齢

っ

て

居

し

け

る

尖

親

そ

あ

や

ま

ら

し

た

る

紺

緋

長

人

紺
耕
一今
わ
ん
ぱ
く
の
盛
h
り

で

す

眠

盤

紺
緋
美
人
の
姉
t
q
aむ

っ

て

ゐ

ろ

附
神
山
り
の
苦
努
令
知
ら
ぬ
綿
耕

こ
れ
穫
に
延
び
た
去
年
の
紺
緋

告

知

板

失

敬

す

る

さ

紺

緋

待
た
さ
れ
穴
事
L
T
白
熱
じ
す
る
紺
新

紺

耕

洗

ふ

盟

の

水

の

色

紺
緋
-
一
階
の
落
ち
る
昔
令
さ
せ

路馬郎六角

日本

l
ト
尽
で
煙
車
券
ん
で
る
紺
緋

制
緋
大
舎
な
足
令
し
て

る

な

り

紺
紛

ド
ひ
に
や
る
・
こ
も
う
師
り

乾放質
問

J

し

iJ~ 廃 路古
減
山

---

紺

耕

巻

帯

令

し

て

叱

ら

れ

る

紺
排
町
コ
ム
靴
履
い
て
遊
び
に
出

紺
耕
何
の
野
心
・
も
持
っ
て
居
や
同

朝

日

座

さ

常

盤

機

へ

行

く

紺

新

刀

嫁
一L
ゆ

く

姉

を

削

ら

す

紺

新

聞

(人
)紺

新

親

族

共

や

お

ニ

ら

せ

る

榔

水

ハ地
)蛙
釣
り
し
て

紺

耕

作

し

て

来

助

六

(
天
)
設
計
令
く
さ
し
て
遁
る
紺
新
五
葉

(
軸
~紺
耕
一
人
が
子
規
の
伺
を
麗
♂
渓
骨
坊
.

手

切

金

紋

太

選

手
切
金
ほ
ん
・
こ
に
怖
い
人
で
し
た
眠
鋒

髪
の
毛
・
ミ
土
木
練
三
残
る
手
切
金

手
切
金
掃
や
曲
け
た
り
伸
し
た
り

手
切
金
貰
-b
時
分
は
一
呉
に
住
み

釘t局賀郎郎

せ
う
こ
ご
も
♂
手
切
金
金
出
J
極
め

手
切
金
ピ

l
ル
を
の
ん
で
き
め
て
ゐ
る

手
切
金
借
・
り
た
金
、
』
は
云
は
ぬ
な
り

手
切
金
法
者
で
ゐ
ろ
さ
附
け
加

.ftf; 

家
名
に
は
換
へ
ら
れ
ま
せ
ん
手
切
金

平
切
金
ら
さ
詩
情
・
ミ
思
へ
会
も

雄初P

手
切
金
無
理
会
し
て
来
て
投
け
つ

J

か
ほ
る

わ
た
る

女長

久入

演
佐
坊

放路青
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手
切
金
息
子
に
少
し
荷
が
重
〈

二
=
二
枚
・
こ
手
切
金
渡
さ
れ
る

手
切
金
の
商事
で
お
茶
M

肢
の
査

へ
来
る
岡

手
切
金
だ
け
で
も
人
を

羨

ま

せ

併

問

手

別
れ
る
こ
な
る
-
こ
や
っ
ぱ
り
手
切
金
同

手
切
金
目
嘗
て
の
議
随
拠
能
ま

り

同

〈
軸
)
手
切
金
古
予
防
か
に
曽
J
慎

み

紋

太

輔

地

古

城
山
選

越川省
使

h

町一
若
Mmか
す

秋

を

待

つ

高

よ

し

轄
地
し
て
隠
の
降
ゐ
日
の
女
を
書
品
川
、
紋

時
的
に

ほ
持
っ
て
来
い
記
-乙
車
窓
J

轄
地

ん
た
蛍
銭
癒
っ
た
気
に
も
な
り

陶
器
糟
に
バ
ひ
出
も
あ
る
轄
地
な
り

鯛

ω値
々
ハ
ガ
ヰ
に
蛍
J
来
ら
轄
地

配
建
ぞ
轄
地
し
て
か
ら
嬉

し

が

り

看
殻
婦
も
お
ん
弘
じ
月
必
見
る
時
制

轄
地
し
て
ま
に
約
跡
む
管
制
ら
守
住
み

轄
地
か
ら
民
ゐ
ミ
隣
の
管
っ

て

る

二
三
日
記
け
じ
特
地
も
川門
事
過
ご
し

轄
地
し
て
か
ら
は
元
気
じ
な
匂
ま
し
化

轄
地
す
る
身
に
は
淋
し
い
山憎
め

昔

同刀山浪皆 様文
花

山坊

育か
ほ
る

が之青
総
子

の
陪
ゐ

乾

太

輔
地
か
ら

ν
タ

1
ベ

I
パ
h
I
樹
ま
♂

轄
地
先
壁
々
は
さ
ん
で
話
し
合
ひ

輔
副
暗
か
ら
制
限
は
婦
や
り
し
て
民
り

暮
れ
て
行
〈
果

τを
暢

mは
眺
め
て
ほ
柏

崎
地
し
て
あ
れ
か
ら
仰
の
・
沙
汰
も
怠
し

輔
地
か
ら
笹
取
れ
る
ミ

お
ふ
て
米
る

い
h

空
気
吸
ふ
て
お
い
で
三
停
卓
場

諦
め
て
ゐ
る
さ
輔
地

ω便
り

，
か
来

も

2
7
ニ
ス
す
ゐ
ほ
き
締
地
よ

E
二

時
地
し
た
あ
・
こ
を
淋
し
、
フ
母
三
娘
〈
』

縛
地
し
た
息
チ
は
忘
れ
り
れ
に
や
・3

陣

地

す

る

其

方

角

は

践

の

里

轄
地
し
て
暫
く
松
セ
紺
手
な
り

陣
地
か
ら
朝
の
気
分

t
T
書

迭

り

申織の
説
め
轄
地
『
』
ωか
た
忘
れ
て
居

陣
地
か
ら
悲
観
/
¥
三
書
い
て
来
る

(
住
)
宜
い
方
さ
に
。
嘗
J
来
大
樽
地
先

(佳
)輔
地
J
事
で叔
協
か
来
叡
γ
会
来
る

(
佳
〉
噌
』
ん
な
花

aa-f』
輔
地
ポ
思
ひ

(
佳
)
輔
地
い
気
朱

ωい
ら
ぬ
憩

-L
F

ハ
軸
白
吋
叩
地
か
ら
伏
っ
て
息
子
録
か
襲
り

門

弟

互

月.ft[) 久i庇車:おh

刀秋放倫明
川町
々

閉

路

助

六
わ
た
る

五岡秀路長同馬同同選古飛松柳高
詰量 J:. 

山水郎水 し 馬第三

門
弟
の
-
人
は

袋
へ

廻

る

な

り

ゑ
ら
さ
‘
ヨ
に
し
て
門
弟
は
恥
を
か
き

門
弟
は
又
ブ

ル
ド
ッ
グ
漣
れ
て
来
ゐ

門
劫
郊
の
・
7
ち
の

一
人
が
見
令
育
て

光
生
の

ν
コ
に
門
弟
叱
ら
れ
る

術
事

ω前
で
門
弟
ら

三

刷

れ

す

あ
れ
以
来
門

弟

一
寸
減
っ
て
ゐ
る

哉 郎 人

門
弟
は
そ
こ
に
J
)

一去
ふ
に
J
や
打
ら

門
弟
の
か
ひ
r
怖い
ド
女
文

字、
か
あ
り

門
的知
-こ
門
弟
フ
つ
ミ
か
つ
』
投

け

員
L
か
ら
門

弟
に
な
る
武
者
修
業

門
弟
は
肘
に

悩
み
を
見
せ
て
ゐ
る

門
弟
の
三
人

山

人

あ

し

ら

は

れ

苦
節
十
年
門
弟
雌
芯
ま
だ
取
れ
ヂ

先
生

の

諸

門
前
卯

ち

三

費

b

断
治
ち

々
し
に
け
弟
は
惜
し
が
ら
れ

す
て
お
り
す
て
お
り
ι
門
弟
は
が
ゆ
M

師
匠

一
人
門
弟

一
人

仲

が

よ

し

捨
て
お
り
ぬ
事
や
門
弟
聞
い
て
〈
る

薬行

門品開
は
袴
を
は
い
て
よ
く
動

き

門
弟
は
理
刷
ゆ
いL
近

い

姿

を
持
ち

眠魚薫

討t交山時

首向
よ
し

世主
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門

弟

の

-

人

一

人

の

謹

ふ

腕

武
者
窓
命
先
づ
門
弟。
か
見
ミ
か
め
る

攻

防

を

出

て

門

弟

は
風
や
切
り

妻
一
も
子
も
有
ゐ
門
弟
は
痩
せ
τ
J

仇
討
に
敵
の
門

弟

多

い

ニ

三

新

参

の

門

弟
州
か
お
ご
ら
さ
れ

取
申
判
的
門
弟

の

控

大

き

治

ぎ

先

生

の
あ
三
か
ん
門
弟
一同
会
強
り

今
度
だ
け
凶
門
L
7・許
す
惜
し

い
腕

兄
弟
子
じ
関
ま
な
い
や
う
な
慰

'T
U

高
弟
が
負
け
て
除
依
な
い
番
が
来
ゐ

門
弟

は

知
ら
守
/
¥
に
年
や
取
り

門
弟
の
備
へ
を
門
弟

弱

く

見

る

門
弟
の
も
・
フ

一
太

刀
が
打
込
め
や

門
弟
に
今
日

初

め

て

の

表

附

先
に
出
vw
門

品川
援
な
名
そ
名
梁
り

自
信
あ
ゐ
門
弟

一
入

獄

っ

て

居

間戸円俸を
さ
れ

1
娘

ケ

貰

ふ

な

り

門
弟
に
案
内
さ
れ
て
来
た
育
櫨

師
匠
か
ら
問
ひ
つ
め
ら
れ
た
向
ふ
庇

門
弟
は
腕
を
さ
す
っ
て
吹
を
待
ち

わ
た
る

同同双秀同同乾岡松岡同柳同同同放同同青
影
子

門
弟
に

後

輯

ん

で

る

線

住

度

移P

門
弟
乙
ま
か
し

τ師
匠
簡
に
酔
ひ人

r， 
弟

の

中

に

勾

前

路

あ
し
た
逢
は
、コ
な
，
ご
h

門

弟

右

左

玄
嗣
へ
門
弟
汗
e
T
拭

き

/
¥
E

出

つ
い
て
行
く
門
弟
の
背
が
高
過
ぎ
る

哉

化
物
の
出
ゐ
こ
三
門
弟
聞
い
て
来
る

門
弟
の
何
思
ふ
て
か
深
夜
起
き

門
弟
は
寄
っ
て
集
っ
て
川町
け
ら
れ
る

も
ん
さ
り
ぞ
打
っ
て
門
弟
品捗っ
た
り

円
は
め
は
工
大
聾
弟
で
告
け
に
来
ゐ

痛
い
顔
も
せ
宇
に
門
弟
起
上
。

門
弟
に
標
糊
よ
し
か
三
き
い
て
見
る

口
ば
か
り
ゑ
h
い
門
弟
ば
か
り
寄
り

門
弟
の
コ
プ
門
に
見
て
覧
ひ

修
業
者
へ
門
弟
の
口
少
し
過
ぎ

門
弟
の
み
ん
な
や
ら
れ
た
仁
王
立

坤人郎局

地

下

ハ主

互

同同飯同同古
城
山

同同同同局同同佳路同同
濯

四

地
r
室
へ
ペ
ル
一
ぱ
い
に
ひ

v
く
也

十

一
時
色
、フ
地
下
室

ω
好

い

匂

ひ

山

容
瓶
は
地
下
室
へ
地

F
室
へ
蓮
ば
♂

自
動
取
り
ピ

ラ
地
下
草
へ
一
つ
散
り

活
動
で
見
ゐ
地
下
街
は
閲
鼠

な

り

鳴

地
下
室
は
長
没
に
出
来
納
屋

a

い出
来

地
下
室
の
慾
ご
み
が
叫す
ご
み
が
鋒
じ

水
打
っ
た
ま
』
地
下
室
の

小

半

日

地
下
室
併
の
陥
る
ヨ
ツ
ク
の
向
い
帽

地
下
手
♂
ム
ク
〈
〈
ま
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

地
干
室
も
あ
っ
て
借
手
は
禾
に
つ
か
ず

地
「
室
へ

だ
ま
っ
て
這
ヘ
り
さ
が
め
J

地
下
山誌
か
出

τい
ろ
/
K
E
与
闘
を聞
き

地
下
容
や

mτ
ほ
つ
ミ
し
た
姿
な
り

カ
L

テ
ラ
で
来
た
地
下
室
は
樽
ば
かり

地
下
室
で
一地
感
心仏く
さ
す
下
駄
の
音

地
下
室
を
出
る
〈}
少
々
汚
れ

τ
ゐ

地
ト
室
の
窓
の
ほ

--hりに
裾
が
見
ね
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地
下
室
へ
這
人
ゐ
姿
が
た
J
Y

黒i

し

地
下
室
へ
此
般
市W
風
が
は
い
つ

1
来

地
下
室
へ

入
る
〈』
丁
稚
ほ
た
へ
て

る

松傾

山柳雨

双

路葉

通

鬼

わ
に
・0

-

柳

成

賀

一

路
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よ
し

長

人

附
間
千
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郎
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地
下
室
の
や
フ
に
も
見
ね
る
阪
の
家

地
下
室
ら
あ
っ
て
新
築
出
来
上
り

小
学
年
ま
だ
地
干
室
に
か
h

っ
て
居

地
下
室
で
鼠
見
付
り
た
版
や
か
さ

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
地
ト
室
迄
の
胤
u
無
L

地
F
室
ヘ
A
1
M
年
ら
ぬ
明
ほ
h

り
込
念
れ

地
下
室

ω
ど
も
〈
を
.栄
て
に
上
♂
来

地
下
室
へ
怖
は
/
¥
E
r
J
母
令
渡
れ

地
h
t

室

へ
必
ね
る
足
普
気
L
か
干
り

地

r
o怠
の
戸
は
び
っ
し
ゃ
J
閉
め
工
宮

城
下
主
で
役
さ
れ
て
ゐ
る
騒
ぎ
な
り

地
下
室
H
H

ひ
レ
や
り
-
こ
して
品川
い
・ミ

』

高
2
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脱
線
仏
な
っ
た
や
フ
で
あ
る
が
‘
作
句
の
憐

程
'

ぜ
んり
・3

し
ん
"
ん
.
、
品

A
3

あじ陣地

ら
私
は
川
柳
均
し
い
昆
創
の
生
活
令
味
ひ
っ
v

け
に
い
も
の
で
あ
る

J

信



制

放

の

空

〈
一
当
主
得
松
山
川
の
川町山ドァ

7
w
z一
部
ぴ
に
航
れ
山
町
‘
山
山
で
軒
町
で
い
町
の
好
き
う
な
撲
さ
ん
凡
恐
れ
か
ら
・

P

1

3

h

，
ふ
〈
b
ん

・

・

凶

ゐ

す

ニ

h

，
〈
ゐ

こ
日
山
間
で
一
宇
ふ
い
伸
抗
日刊
は
ど
こ
で
す
さ
訊
い
れ
ら
婆
さ
ん
頗
島
幸
L
〈
教
へ
て
く
れ
+
ト
。
そ
の
続
切
ら
議

〈
感
謝
・
し
一

日
逝
ぴ
暮
a

し

れ
船
竹
町
叫
・
か
h

hr
た
出‘。

方
婆
さ
ん
に

品
目
〈

ら

れ

仁

遜
り

'n
っ
て

み同
心
れ
ら
ど
う

発~1.>に込2 ま知しな外Z然与もーも
刻'廊i 案~t::‘れい見;;(.，な泌fめ
はし下か内Eちょなの与ん悩ゐいらん

失?てき女f さいか飾?含~~ *~ c.ま
趨，.-，れヰ!~m~ 、もら 1ご t:: くり

士
口

，鳥

同

卒

@ 
:.%-
~ 

-a

・，
.
か

へ

-e
ヲ

'
e

e

h

切

ら

な

が

れ

haフ
ゐ

t
ま
L
+い」さ
一五
、
ヲ
聾
.
か
す
る
o

p
デ
さ
鍛
忽
つ
れ
ら
先
刻
の
襲
さ
ん

.vz
ヤ
/
¥
笑
ひ
乍
ら
立
て
層
れ
の

sa勺
食

色

旬

日r

h
り

日

r

丞

に
会
く
開
示
日
が
永
に
い
い
ふ
さ
が
ら
な
い
。

-
F、

川
柳
京
の
戸
籍
翻
ベ

E

聞

係

馬

行

生

ハ
ご
姓
名
公
一
〉
絵
師
脱
会
一
)
別
扱
戸
四
〉
現
住
所

ハ五
〉
生
年
月
日

2
C職
業
ハ
七
ソ好
き
な
句
ハ
八
》

好
告
な
h
p

イ
プ
の
女
ハ
九
〉
自
信
り
句
ハ
一

O
V川

柳
以
外
の
抽
出
隊
ハ
一
一
〉
観
活
者
の
有
無
ハ
一
二
V

燦
ひ
な
も
の
こ
一
一
一
〉
川
柳
に
手
か
染
め
れ
畑
中
月

(

8

)

山氏

川

久

流

美

(
一
)
安
川
質
(二

久
流
葬
(
三
)
銃
殺
ミ
睦
村
〔

凹
〉
合
湾
市
犀
川
下
川
除
町
一
三
(
五
)
明
治

ι

十
五
年
一
月
一
日
生
(

L

ハ
)新
附
編
輯
部
(
七
)
古

川
柳
で

u
「
片
棒

y
b
つ
ぐ
ゆ
、
フ
ベ
の
判
豚
仲

間
」
(
八
)
島
川
出
'T
結
ふ
て
桃
色
山
手
舗
を
つ

り
に
映
識
女
優

ω柳
さ

t
子
や
も
、フ
少
し
若
く

町
し
た
女
(
九
)
ひ
も
じ
さ
伝
椛
へ
て
代
子
見
つ
め

に
わ
ハ
一

O
)段
物
利
川
二

二

あ
り
ま
す
こ

一一
)
デ
モ

政
治
家
三
プ
モ

開
設
士
二

一
一
一
)
明
治
岡

1
二
年
で
丹
は
記
悩
し
1
ゐ
な
い
、
尤
も
そ
の

日
は
今
の
狂
川
て
「
小
山
千
が
這
入
っ
て
涼
内
風

成
立
ち
」
な
ん
か
作
旬

ω
一。

〈

9
)

本

出

演

筏

坊

(
一
)
本
田
敬
之
助
(
二
)総
花
的
(
三
福
岡
.
二

の
蹴
は
郡
山
流
尺
八
削
師
匠

a，，慢
山
氏
か
ら

う
け
た
名
刺
い
が
川
柳
に
も
文
章
に
も
周
ひ
る
ハ

四
)
大
阪
市
北
協
老
松
町
三
T
目
五
十
四
番
地



(五
)
川
治
壮
三
牛
十
川
四
日
生
ヱ
ハ
)
以
前
は
淀

屋
・
現
ト仕
は
川
柳
夫
大
阪
一
一
誌
そ
出
し
て
遊
ん
で

ゐ
ゐ
(
七
)
時
小
器
防
で
い
ん
/

1
4人
閉山
出

.U
後

九
の
で
例
が
上
け
ら
れ
ぬ
(八
)
桃
割
に
振
袖
・

所
謂
下
町
風
の
女
佐川灯
む
。
一

人
織
も
さ
う
し

た
5
4
プ

に
育
し
た
い
三
思
ふ
(
九
)
お
恥
し
いト

で
す
が
‘
あ
わ
ま
せ
ん
こ

O
)
あ
わ
す
ダ

τ凶

あ
(一一

)
有
こ

二〉
な
し
(
一
三

明
治
川
十
一

年
の
枚
、
ハ

ガ
干
攻
恩
師
笑
子
選

-Lm
L
L
ω

が
初
め
。

10 
~ 

田

P.!J 
~. 

劣

一
)
小
川
以
須
賀
、
慌
娘
賀
・
こ
間
遠
ひ
号
フ
な

名
花
小一〉

mm劣
(三
)
二コ一
あ
る
も
曹
く
位
。h

ぜ

や
(四〉
室
蘭
市
輸
田
町
三
傑
(五
)

h

治
二
十
二

年
同
月
十

一
日
生
、
気

ω若
い
w
u
f

』十
ハ
九

r

ム
ハ
)
商
人
(七
)ぷ
兄
の
句
に
は
好
き
な
の
が
津

山
あ
ら
「
す
き
焼
の
川何
気
し
ん
/
¥
三
灯
に
属

、ぎ
」
な

F}

」も
好
き
な
何
で
す
(
八
)慾
に
限
hH
U

な
い
が
眼
の
パ
y

チ
リ

三
し
て
mm眼
勝
な

-V

」
噌』

さ
な
く
だ
嬬
の
あ
ろ
女
、

陸
M
27な
さ
を
常
て

に
才
1
ル
パ
ッ
ク
の
大
股
に
反
っ
て
移
〈
よ
り

は
、
純
れ
本
風
の
小
刻
み
に
歩
く
一川
や
か
な
女

が
好
き
で
多
年
こ
・
コ
し
+
方
聞
に
眼
を
付
り

τ

ゐ
た
が
不
ギ
に
し
て
天
は
そ
の
玖
み
そ
奥
へ
て

呉
れ
な
か
っ
k
m九〉
A
1
の
所
な
し
ハ
一

O
)現
合

浸
っ
て
ゐ

人
の
は
碁
‘
た
り
で
す
(
一
三
有
(
}

二
}
山
槻
山
勾
ひ
三
倣
慢
な
耐
(
一
一
一
一
)
大
正
十

一
足一
六
月
泊
、
ま
だ
産
み
に
て
の
ホ

ヤ
/
1

九
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EEEヤ
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の ま
日 ~ つ
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7ご 、
さ失k
う敬R
な失と
0 敬11

L-

み

2
E

h

v
b
，
ぺ
ん

も
e

h

v

ニh

L

，
よ
か
ん

t

‘
ヲ
旭
区

芝
突
事
に
簸
小
使
の
跡
や
ゴ
マ
化
す
。
是
が
B
略
的
の
族
館
一に
・
於
げ
る
最
も

二
O

ハ
ロ
〉
塚
崎

(
}
)
塚
崎
七
郎
(
一

一)
松
郎
(一一
)
似
川
の
都
度
作

関
し
刷
一
一
概
セ
一再川刑せ
t
依

L
一
定
し
た
る
も

の
無
し
(
四
)
大
阪
市
北
原
作
必
削
一
八
(
五
)
明

治
世
七
年
十
一
月
六
日
.
午
的
七
赤
浮
気
星
《

ム
ハ
)
曾
計
士
(
七
)
古
何
で
は
「
古
池
や
睦
飛
込

み
浮
い
て
ゐ
る
」
現
代
何
で
は
「
兇
の
賎
顔
短
気

な
事
は
思
ふ
ま
い
、
玩
月
」
最
近
何
で
佳
，
灯

ω

揺
る
、
.か
回
民
的
安
な
り
‘
日
中
」

(八
)
上
品
な

主
人
恩
川
女
突
騒
が
無
く
て
安
婦
の
あ
る
・

は
っ
き
h

り
し
て
丸
み
'ふ
の
む
に
殺
の
持
主
、
月

の
短
所
ぞ
料
く
叱
ゐ
女
、

川叫山
vr
-一一一口
説
共
に
巧
み

に
あ
や
つ

人
女

線

て

匁
時

ω
利
く
女‘

黒
田

健
次
に
於
け
た
お
巴
の
仰
ぎ
女
γ

九
)
あ
や
ま
で

す
も
の
三
お
や
士
の
口
答

ヘ〈

一
O
)薄
語
、
歌

津
・
排
出
研
究
(
二

〉撚
'L(

一
二
)
白
刺
.
街

貝
州側
、
阿川
代
式

リ
'京
、
談
解
さ
れ
る
一部
、
活
動周

目
由民(
一
一二
)
夫
正
凶
年
卜
二
月
。

(

問

)

松

本

政

郎

(
一
)
日
本
春
鴎
(
二
)成
郎

三
)
宗
田
枇
郎
、
〈

四
〉
大
阪
市
浪
速
一回
元
町
一
ノ
じ
六
九
(
丘
)
明

治
三
十
九
年
一
ハ
月
一
川
生
♀
ハ
)峨
業
今
は
無
し

(
七
)
古
人
の
い川
が
一
品
格
好
ヨ
、
現
hn
の
人
に
も

大
分
あ
り
ま
す
が
、
兎
に

山川
一時
一
仰
な
の
'
T
A
1
M灯

き
ま
す
、
こ
れ
か
ら
『ご
う
鐙
っ
て
行
く
か
解
り

ま
せ
ん
が
(
八
)
美
人
で
な
r
て
も
よ
い
愛
想
の

よ
い
舵
ね
仁
女
中
胸
中
山川
は
除
り
M
過
ラ
て
.

痩
せ
に
の

。
-
)わ
い
。
僕
は
土
だ
女

ω市
中

eT
云

松

ft{) 
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い
ふ
の
は
早
い
?
(
九
〉
「
感
校
へ
未
練
気
も
な

く
初
紙
袋
」
か
最
近
の
自
信
の
何
で
す(一

O
〉

芝
居
及
芝
居
ゆ
守
す
る
ニ
三
、
義
知
、
活
動
寝
具

締
・
そ
の
他
川
柳
家
的
好
〈
や
う
な
事
は
火
方

灯
含
(
一
一
)
お
ま
へ
ん
(
一
二
)
支
那
料
理
他
多

駁
あ
っ
て
削
り
ま
す
(
一
一二
)
大
正
十
一
年

1
二

月。

(臼

)

喜

多

柳

人

(
一
)
鮮
多
正
太
郎
(
二
)
柳
人
会
一J
笑
時
(
西
)
大

阪
市
東
院
安
土
町
三
丁
目
一
七
西
野
方
(
五
)
明

治
三
十
凶
年
二
対
十
五
日
生
〈
六
)
制
服
(七
〉
澗

績
が
濯
に
伺
犬
ド
駄
で
制
h

町
、
秀
殻
(
八
)
愛
嬬

あ
り
あ
っ
さ
り
し
に
女
請
以
好
品
。
な
女
(
九
)
ナ

シ
(
一

C
)将
棋
何
下
手
的
街
好
き
(
一

一
)
有

三

二
J

茄
子
の
廿
何者…
.
巻
州
地
帯
吸
ふ
女
(
二
二
)

大
正
十
二
年
十
二
向。

(

リ

円

〉

竹

内

多

聞

(
一
〉
竹
内
峰
治
(
二
)
多
聞
(
一
二
)
蛸
天
、
背
拝
ハ

以
上
、
柳
)
洞
川
、
友
石
、
方
耳
、
零
村
(
以

上
俳
)
日
瀞
(
宗
」暮
枕
庵
主
入
、
徹
底
底
士
(

四
)
大
阪
市
住
吉
区
潜
口
町
一
二
三
六
(
五
)
明
治

三
寸
一
年
九
月
十

日
生
エ
ハ
)
合
計
員
七
)
す
つ

日
ん
に
拝
ま
れ
た
古
代
の
あ
仁
、
か
ヨ
(
八
)
雨
に

蕃
め
ゐ
秋
山
府
寝
の
タ

イ
プ
否

l
l風
情
の
女
(

九
)
ナ
シ
(
了

己
俳
句
、
浮
瑠
璃
.
拾
語
、
漫

識
(
一
一
)
こ
の
度
求
め
た
(
誼
も
首
ふ
て
は
裁

け
ぬ
も
の
さ
諦
め
て
ゐ
た
の
に
)
三
云
ふ
娘
そ

ハ
一
一
一
)
偲
草
.
煮
茄
千
、
毛
晶
.
噴
(
一
一
一
一
〉
+
A

正
九
年
初
芳
一。
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-

集

ユζ
に

て

直

a
t
F
J
bい
u
'h

〈

'e-ヲ

L

ふ

岡
儲
か
ら
誼
L
M

来
阪
さ
れ
た
花
卓
息
子
の
夫

C
A

&

ι

の

ち

b
司
令
，

s
v
e

人
三
陸
乃
も
こ
が
遅
円
妊
の
二
階
で
曾
っ
た
。

‘，‘
E
'
h
U

2
ゐ

時

V

'

怖
が
ひ
ヲ
ザ
ん
て

-
F

女

三
女
、
容
の
日
永
・

手
れ
は
必
然
的
に

ひ
ほ
り

乙

芝

む

雲
雀

ω
AM・3
に
.
市
烏

ω
?
2・:
7
ロ
ペ
-
フ

‘
働
い
て
ん

を
音
色

T

に
く
S
L

が
同
槽
じ
た
も
の

て
惣
微
々

逗

〈

し

て

は

』

m
た
句

J
K

U

，、‘

い
け
な
い
，
ご
人
は
宮
つ
「
無
口
な
の
だ
。

-L
・

N
U

し
2
5、

松
町

9h

u

-

z

お
げ

h

e

」
初
均
一
閉
め
お
癖
儀
や
し
た

o
z-し

は
が

mい
T
g
A
S
、

お
も

v
h

b

ぜ
ん

て
長

け
間
沈
叙
d

回
附
ひ
出
し
た
や
コ
に
胡
線

M
V

ヲ・・

ち

ん

巴〈

ゃ
ん
山
口
殺
さ
せ
て
ニ
ツ
コ
リ
・
そ
し
て
沈
獄
。

怪

と

お

き

こ
さ

り
・三
L
云
は
ぜ
な

い
。
話
携
も
聞
こ

ぺ
人
じ

a

に

ね
ぬ
。
ハ
ハ
ア

、
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